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1．概要 

1．1 FB ライブラリ概要 

 本 FB ライブラリは Ethernetポート内蔵タイプ QnUCPU もしくは LCPU（以下「Ethernetポート内蔵 CPU」と呼びます）、又は

Ethernetインターフェースユニットを使用して、PWM電源 IDGBシリーズ（以下「PWM電源」と呼びます）へ接続するシステム

の FB ライブラリです。 

 

1．2 FB ライブラリ機能内容 

 

No. 項目 内容 

1 P+LEIMAC-IDGB_ConnectNetwork

（Ethernet接続確立） 

PWM電源と Ethernetポート内蔵 CPU又は Ethernetインターフェースユニット

のコネクションの確立を行います。 

2 P+LEIMAC-IDGB_SetOutMode 

（出力動作設定） 

出力動作の設定を行います。 

3 P+LEIMAC-IDGB_SetOutData 

（出力設定） 

出力値、ディレー、出力時間の設定を行います。 

 

4 P+LEIMAC-IDGB_CheckSettingData 

（設定状態確認） 

出力動作、出力値、ディレー、出力時間の設定状態の確認を行います。 

 

5 P+LEIMAC-IDGB_CheckErrorStatus 

（エラー状態確認） 

エラー状態の確認を行います。 

 

6 P+LEIMAC-IDGB_ResetAllData 

（全チャンネル初期化） 

全チャンネルの初期化を行います。 

 

7 P+LEIMAC-IDGB_SetupNetwork

（Ethernet通信設定） 

Ethernet通信用のデータ設定を行います。 

 

8 P+LEIMAC-IDGB_SetConnectTimeOut

（接続タイムアウト設定） 

通信接続が確立された状態で PWM電源がコマンドを受信しない場合、自動

で接続を終了するまでの時間の設定を行います。 

9 P+LEIMAC-IDGB_SaveData 

（設定値保存） 

出力動作、出力値、ディレー、出力時間の設定値の保存を行います。 

 

10 P+LEIMAC-IDGB_ResetErrorStatus 

（エラーリセット） 

エラーのリセットを行います。 
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1．3 システムの構成例 

 本 FBは、Ethernetポート内蔵 CPUのほかに Ethernetインターフェースユニットを使用した通信も可能となっています。 

1．3．1 Ethernetポート内蔵 CPU と接続する場合 

  シーケンサと PWM電源は、シーケンサ CPUユニットの Ethernetポートを使用し、以下のシステム構成例のように接続しま

す。MELSEC-Lシリーズでも同様のシステム構成となります。 

 

(1)

(2)
(3)

ハブ
 

 

No. 機器名 内容 

（1） Qシリーズシーケンサ 

Lシリーズシーケンサ 

 

シリーズ CPUユニットのモデル 

MELSEC-Qシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ QnUCPU※1 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

（2） GX Works2 MELSEC-Qシリーズの場合：Version1.09K以降 

MELSEC-Lシリーズの場合：Version1.20W以降 

（3） PWM電源 

（Ethernet通信タイプ） 

PWM電源 IDGBシリーズ 

IDGB-○M□(-△)-TP/PI   

○：定格容量(w)30,50,100  

□：チャンネル数 2,4,8  

△：出力電圧 表記なし…12V, 24…24V 
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1．3．2 Ethernet インターフェースユニットと接続する場合 

  シーケンサと PWM電源は、Ethernetインターフェースユニットを使用する場合、以下のシステム構成例のように接続します。 

 

 

No. 機器名 説明 

（1） Qシリーズシーケンサ  

シリーズ CPUユニットのモデル 

MELSEC-Qシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ QnUCPU※1 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

（2） GX Works2 Version1.09K以降 

（3） Ethernetインターフェースユニット 以下の Ethernetインターフェースユニットを使用します。 

シリーズ CPUユニットのモデル 

MELSEC-Qシリーズ QJ71E71-100 

  

（4） PWM電源 

（Ethernet通信タイプ） 

PWM電源 IDGBシリーズ 

IDGB-○M□(-△)-TP/PI   

○：定格容量(w)30,50,100 

□：チャンネル数 2,4,8 

△：出力電圧 表記なし…12V,24…24V 
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1．4パラメータ設定 

本 FB ライブラリを使用するにあたり、GX Works2で行う必要のある設定です。 

 

1．4．1内臓 Ethernetポートの設定 

 Ethernetポート内蔵 CPU との接続手順です。 

 (1) 「パラメータ」から「PCパラメータ」をダブルクリックし、「内臓 Ethernetポート設定」タブを選択します。 

 (2) Qパラメータ設定画面にて以下の設定を行います。 

 

   IPアドレス、サブネットマスクパターン及びデフォルトルータ IPアドレスはシステムに合わせて変更してください。 

 

項目 入力内容 

IPアドレス 接続機器の設定に合わせて 10進数で設定します。本例では、「192.168.0.39」に設定

します。 

サブネットマスクパターン ネットワークの設定に合わせて 10 進数で設定します。本例では、「255.255.255.0」に

設定します。 

デフォルトルータ IPアドレス ネットワークの設定に合わせて 10 進数で設定します。本例では、「192.168.0.1」に設

定します。 
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(3) 「オープン設定」を押下し、以下の設定を行います。 

  コネクションNo.、自局ポート番号、交信相手 IPアドレス及び交信相手ポート番号はシステムに合わせて設定してください。 

 

項目 入力内容 

プロトコル 「TCP」を選択します。 

オープン方式 「ソケット通信」を選択します。 

TCP接続方式 「Active」を選択します。 

自局ポート番号 接続機器の設定に合わせて、10進数で設定します。本例では「4000」に設定します。 

交信相手 IPアドレス 接続機器の設定に合わせて、10進数で設定します。本例では「192.168.0.30」に設定します。 

交信相手ポート番号 接続機器の設定に合わせて、10進数で設定します。本例では「1000」に設定します。 
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1．4．2Ethernet インターフェースユニット使用時の設定 

 Ethernetインターフェースユニットと接続する場合に行う必要のある設定です。 

 (1) 「パラメータ」から「ネットワークパラメータ」の「Ethernet/CCIE/MELSECNET」をダブルクリックします。 

 (2) 表示された設定画面にて以下の設定を行います。 

   先頭 I/ONo.、ネットワーク No.、グループ No.及び局番はシステムに合わせて変更してください。 

 

項目 入力内容 

ネットワーク種別 「Ethernet」を選択します。 

先頭 I/ONo. Ethernetインターフェースユニットの装着位置に合わせて設定します。本例では「0000」に設定します。 

ネットワーク No. システムに合わせて設定します。本例では「1」に設定します。 

グループ No. システムに合わせて設定します。本例では「0」に設定します。 

局番 システムに合わせて設定します。本例では「1」に設定します。 
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 (3) 「動作設定」を押下し、以下の設定を行います。 

  IPアドレスはシステムに合わせて変更してください。 

 

項目 入力内容 

IPアドレス設定 接続機器の設定に合わせて 10進数で設定します。本例では「192.168.0.39」に設定します。 

送信フレーム設定 「Ethernet(V2.0)」を選択します。 
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 (4) 「オープン設定」を押下し、以下の設定を行います。 

  コネクションNo.、自局ポート番号、交信相手 IPアドレス及び交信相手ポート番号はシステムに合わせて設定してください。 

 

 

項目 入力内容 

プロトコル 「TCP」を選択します。 

オープン方式 「Active」を選択します。 

固定バッファ交信手段 「手順無し」を選択します。 

ペアリングオープン 「ペアにする」を選択します。 

生存確認 「確認する」を選択します。 

自局ポート番号 接続機器の設定に合わせて、10進数で設定します。本例では「4000」に設定します。 

交信相手 IPアドレス 接続機器の設定に合わせて、10進数で設定します。本例では「192.168.0.30」に設定します。 

交信相手ポート番号 接続機器の設定に合わせて、10進数で設定します。本例では「1000」に設定します。 
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2．FB ライブラリ詳細 

2．1  P+LEIMAC-IDGB_ConnectNetwork（Ethernet接続確立） 

名称 

P+LEIMAC-IDGB_ConnectNetwork 

 

機能内容 

 

項目 内容 

機能概要 
PWM電源と Ethernetポート内蔵 CPU又は Ethernetインターフェースユニットのコネクションの確立を

行います。 

シンボル 

 

対象機器 

対象ユニット 

以下のユニットの Ethernetポートが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ 
Ethernetポート内蔵タイプ QnUCPU※1 

QJ71E71-100 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

対象 CPU 

以下の CPUユニットにて本 FBが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ QnUCPU※1 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

GX Works2 
MELSEC-Qシリーズの場合：Version1.09K以降 

MELSEC-Lシリーズの場合：Version1.20W以降 

記述言語 ラダー 

ステップ数 

441Step（MELSEC-Qシリーズ・ユニバーサルモデルの場合） 

※プログラムに組み込んだ FBのステップ数は、使用する CPUモデルや、入出力定義によって異なり

ます。 

機能説明 
FB_EN（FB実行命令）の ONで、PWM電源と Ethernetポート内蔵 CPU又は Ethernetインターフェー

スユニットのコネクションの確立を行います。 

FB コンパイル方式 マクロ型 
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項目 内容 

制約事項、 

注意事項等 

① 本 FBは、エラー復旧処理を含んでいません。エラー復旧処理については、お客様のシステムや

要求動作に合わせて、別途作成してください。 

② Ethernetポート内蔵CPU及び Ethernetインターフェースユニットのパラメータ設定は、1．4節に従

い行ってください。 

③ 割り込みプログラムでは、本 FBを使用しないでください。 

④ FBの実行完了後に FB_EN（FB実行命令）のOFFを実行する必要があります。FB_EN（FB実行

命令）の OFFを確実に実行できないプログラム（例えば、サブルーチンプログラムや FOR～

NEXTの中）で FBを使用した場合、正常に動作しないことがありますのでご注意ください。 

⑤ 本 FBでインデックスレジスタ Z8～Z9を使用しているため、割り込みプログラム内でインデックス

レジスタ Z8～Z9を使用しないでください。 

⑥ FB_EN（FB実行命令）をONしてから FB_OK（正常完了フラグ）又は FB_ERROR（異常完了フラ

グ）が ONするまで、FB_EN（FB実行命令）を OFF しないでください。 

FB動作 パルス実行型（複数スキャン実行型） 

入出力信号の動き 

【正常完了の場合】                        【異常完了の場合】 

 

関連マニュアル 

QnUCPUユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernetポート通信編） 

MELSEC-L CPUユニットユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernet機能編） 

Q対応 Ethernetインターフェースユニットユーザーズマニュアル（基本編） 

PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編 
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エラーコード 

■エラーコード一覧 

エラーコード 

（10進数） 
内容 処置方法 

10 オープン/クローズ処理失敗 配線・設定の確認を行ってください。 

20 入力値異常（コネクション No.） 

Ethernetポート内蔵 CPU設定時のコネクション No.は、1～16で設定してく

ださい。 

Ethernetインターフェースユニット時のコネクションNo.は、1～7,9～15で設

定してください。 

40 

実行中に FB_EN(FB実行命令)

がOFFにされたため、実行を中

止しました。 

再度 FB を実行する場合は、FB_OK(正常完了フラグ)、FB_ERROR(異常

完了フラグ)がともに OFF していることを確認した上、FB_EN(FB 実行命

令)を ON してください。 

 

使用ラベル 

■入力ラベル 

名称 変数名 データ型 有効範囲 説明 

FB実行命令 FB_EN ビット ― 
ON：FBを起動する 

OFF：FBを起動しない 

ユニット装着 

先頭アドレス 
iw_Start_IO_No ワード 

FFFFH Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

先頭アドレス※1 Ethernetインターフェースユニット時※2 

コネクション No. iw_Connection_No ワード 
1～16 (10進数) Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

1～7,9～15 (10進数) Ethernetインターフェースユニット時※3 

※1 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、対象 CPUユニットの入出力点数の範囲によります。詳細範囲は、

対象 CPUのユーザーズマニュアルを参照してください。 

※2 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、Ethernetインターフェースユニットが装着されている先頭 XYアドレ

スを 16進数で指定します。（例えば X10の場合、10 Hを入力してください） 

※3 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合はパラメータにて設定したコネクションの内、値の小さい方のコネクショ

ン No.を指定します。（例えば、コネクション No.2 と No.3を使用したペアリングオープンの場合、2を入力してください。） 

 コネクション No.8 と No.16は設定できませんのでご注意ください。 

 

■出力ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

FB実行中 FB_ENO ビット OFF FB実行中に ON します。 

正常完了フラグ FB_OK ビット OFF FBが正常完了すると ON します。 

異常完了フラグ FB_ERROR ビット OFF FBが異常完了すると ON します。 

エラーコード ERROR_ID ワード 0 発生したエラーコードを返します。 
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接続先設定 

 PWM電源と接続するためには、Ethernetポート内蔵CPU又はEthernetインターフェースユニットの接続設定を行う必要があ

ります。設定方法については、本マニュアルの 1．4節をお読みください。 

 

FBのバージョンアップ履歴 

 

バージョン 日付 内容 

1.00A 2019/09/25 新規作成 

 

お願い 

本節はファンクションブロックの機能を説明した資料です。 

ユニットや CPUユニットの使用上の制限事項、組み合わせによる制限事項などについては記載されていません。 

ご使用にあたりましては、必ず対象製品のユーザーズマニュアルをお読みいただきますようお願い申し上げます。 
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2．2  P+LEIMAC-IDGB_SetOutMode（出力動作設定） 

名称 

P+LEIMAC-IDGB_SetOutMode 

 

機能内容 

 

項目 内容 

機能概要 出力動作の設定を行います。 

シンボル 

 

対象機器 

対象ユニット 

以下のユニットの Ethernetポートが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ 
Ethernetポート内蔵タイプ QnUCPU※1 

QJ71E71-100 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

対象 CPU 

以下の CPUユニットにて本 FBが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ QnUCPU※1 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

GX Works2 
MELSEC-Qシリーズの場合：Version1.09K以降 

MELSEC-Lシリーズの場合：Version1.20W以降 

記述言語 ラダー 

ステップ数 

949Step(MELSEC-Qシリーズ・ユニバーサルモデルの場合) 

※プログラムに組み込んだ FBのステップ数は、使用する CPUモデルや、入出力定義によって異なり

ます。 

機能説明 FB_EN（FB実行命令）の ONで、出力動作の設定を行います。 

FB コンパイル方式 マクロ型 
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項目 内容 

制約事項、 

注意事項等 

① 本 FB は、エラー復旧処理を含んでいません。エラー復旧処理については、お客様のシステムや

要求動作に合わせて、別途作成してください。 

② Ethernetポート内蔵 CPU及び Ethernetインターフェースユニットのパラメータ設定は、1．4節に従

い行ってください。 

③ 割り込みプログラムでは、本 FBを使用しないでください。 

④ FBの実行完了後に FB_EN（FB実行命令）のOFFを実行する必要があります。FB_EN（FB実行

命令）の OFFを確実に実行できないプログラム（例えば、サブルーチンプログラムや FOR～

NEXTの中）で FBを使用した場合、正常に動作しないことがありますのでご注意ください。 

⑤ 本 FBでインデックスレジスタ Z8～Z9を使用しているため、割り込みプログラム内でインデックス

レジスタ Z8～Z9を使用しないでください。 

FB動作 パルス実行型（複数スキャン実行型） 

入出力信号の動き 

【正常完了の場合】                        【異常完了の場合】 

 

関連マニュアル 

QnUCPUユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernetポート通信編） 

MELSEC-L CPUユニットユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernet機能編） 

Q対応 Ethernetインターフェースユニットユーザーズマニュアル（基本編） 

PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編 
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エラーコード 

■エラーコード一覧 

エラーコード 

（10進数） 
内容 対処方法 

11 送信処理失敗 設定内容を見直してください。 

12 受信処理失敗 設定内容を見直してください。 

13 タイムアウト PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

20 入力値異常（コネクション No.） 

Ethernetポート内蔵 CPU設定時のコネクション No.は、1～16で設定してく

ださい。 

Ethernetインターフェースユニット時のコネクションNo.は、1～7,9～15で設

定してください。 

21 入力値異常（出力チャンネル） 出力チャンネルは、1～8で設定してください。 

22 入力値異常（出力動作） 出力動作は 0000～0003で設定してください。 

30 データ部分異常（NAK0） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

31 チャンネル番号異常（NAK1） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

33 本体制御方式異常（NAK3） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

39 その他異常（NAK） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

40 

実行中に FB_EN(FB実行命令)

がOFFにされたため、実行を中

止しました。 

再度 FB を実行する場合は、FB_OK(正常完了フラグ)、FB_ERROR(異常

完了フラグ)がともに OFF していることを確認した上、FB_EN(FB 実行命

令)を ON してください。 
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使用ラベル 

■入力ラベル 

名称 変数名 データ型 有効範囲 説明 

FB実行命令 FB_EN ビット ― 
ON：FBを起動する 

OFF：FBを起動しない 

ユニット装着 

先頭アドレス 
iw_Start_IO_No ワード 

FFFFH Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

先頭アドレス※1 Ethernetインターフェースユニット時※2 

コネクション No. iw_Connection_No ワード 
1～16 (10進数) Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

1～7,9～15 (10進数) Ethernetインターフェースユニット時※3 

出力チャンネル iw_Out_CH ワード 

1~8(10進数) 

対象の PWM電源の取扱

説明書を参照してください。 

PWM電源のチャンネルを指定します。 

1:CH1 

2:CH2 

3:CH3 

  : 

8:CH8 

出力動作 iw_Out_Mode ワード 0000~0003 

以下の 4 タイプに設定できます。 

0000 : ノーマルタイプ 

0001 : リピートタイプ 

0002 : シングルタイプ 

0003 : エッジタイプ 

受信処理 

タイムアウト時間 
iw_TimeOut_Set ワード 1~60(10進数) 

PWM電源からの応答待ち時間を秒単

位で指定します。 

範囲外の値を指定した場合には、応答

待ち時間が 10秒になります。 

※1 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、対象 CPUユニットの入出力点数の範囲によります。詳細範囲は、

対象 CPUのユーザーズマニュアルを参照してください。 

※2 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、Ethernetインターフェースユニットが装着されている先頭 XYアドレ

スを 16進数で指定します。（例えば X10の場合、10 Hを入力してください） 

※3 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合はパラメータにて設定したコネクションの内、値の小さい方のコネクショ

ン No.を指定します。（例えば、コネクション No.2 と No.3を使用したペアリングオープンの場合、2を入力してください。） 

 コネクション No.8 と No.16は設定できませんのでご注意ください。 
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■出力ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

FB実行中 FB_ENO ビット OFF FB実行中に ON します。 

正常完了フラグ FB_OK ビット OFF FBが正常完了すると ON します。 

異常完了フラグ FB_ERROR ビット OFF FBが異常完了すると ON します。 

エラーコード ERROR_ID ワード 0 発生したエラーコードを返します。 

 

接続先設定 

 PWM電源と接続するためには、Ethernetポート内蔵CPU又はEthernetインターフェースユニットの接続設定を行う必要があ

ります。設定方法については、本マニュアルの 1．4節をお読みください。 

 

FBのバージョンアップ履歴 

 

バージョン 日付 内容 

1.00A 2019/09/25 新規作成 

 

お願い 

本節はファンクションブロックの機能を説明した資料です。 

ユニットや CPUユニットの使用上の制限事項、組み合わせによる制限事項などについては記載されていません。 

ご使用にあたりましては、必ず対象製品のユーザーズマニュアルをお読みいただきますようお願い申し上げます。 
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2．3  P+LEIMAC-IDGB_SetOutData（出力設定） 

名称 

P+LEIMAC-IDGB_SetOutData 

 

機能内容 

 

項目 内容 

機能概要 出力値、ディレー、出力時間の設定を行います。 

シンボル 

 

対象機器 

対象ユニット 

以下のユニットの Ethernetポートが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ 
Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

QJ71E71-100 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

対象 CPU 

以下の CPUユニットにて本 FBが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

GX Works2 
MELSEC-Qシリーズの場合：Version1.09K以降 

MELSEC-Lシリーズの場合：Version1.20W以降 

記述言語 ラダー 

ステップ数 

1543Step (MELSEC-Qシリーズ・ユニバーサルモデルの場合) 

※プログラムに組み込んだ FBのステップ数は、使用する CPUモデルや、入出力定義によって異なり

ます。 

機能説明 FB_EN（FB実行命令）の ONで、出力値、ディレー、出力時間の設定を行います。 

FB コンパイル方式 マクロ型 
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項目 内容 

制約事項、 

注意事項等 

① 本 FBは、エラー復旧処理を含んでいません。エラー復旧処理については、お客様のシステムや

要求動作に合わせて、別途作成してください。 

② Ethernetポート内蔵CPU及び Ethernetインターフェースユニットのパラメータ設定は、1．4節に従

い行ってください。 

③ 割り込みプログラムでは、本 FBを使用しないでください。 

④ FBの実行完了後にFB_EN（FB実行命令）のOFFを実行する必要があります。FB_EN（FB実行

命令）の OFFを確実に実行できないプログラム（例えば、サブルーチンプログラムや FOR～

NEXTの中）で FBを使用した場合、正常に動作しないことがありますのでご注意ください。 

⑤ 本 FBでインデックスレジスタ Z8～Z9を使用しているため、割り込みプログラム内でインデックス

レジスタ Z8～Z9を使用しないでください。 

FB動作 パルス実行型（複数スキャン実行型） 

入出力信号の動き 

【正常完了の場合】                        【異常完了の場合】 

 

関連マニュアル 

QnUCPUユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernetポート通信編） 

MELSEC-L CPUユニットユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernet機能編） 

Q対応 Ethernetインターフェースユニットユーザーズマニュアル（基本編） 

PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編 
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エラーコード 

■エラーコード一覧 

エラーコード 

（10進数） 
内容 対処方法 

11 送信処理失敗 設定内容を見直してください。 

12 受信処理失敗 設定内容を見直してください。 

13 タイムアウト PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

20 入力値異常（コネクション No.） 

Ethernetポート内蔵CPU設定時のコネクションNo.は、1～16で設定してく

ださい。 

Ethernet インターフェースユニット時のコネクション No.は、1～7,9～15 で

設定してください。 

21 入力値異常（出力チャンネル） 出力チャンネルは、1～8で設定してください。 

23 入力値異常（出力値） 出力値は、0～255で設定してください。 

24 入力値異常（ディレー） ディレーは、0～9000で設定してください。 

25 入力値異常（出力時間） 出力時間は、1～9999で設定してください。 

30 データ部分異常（NAK0） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

31 チャンネル番号異常（NAK1） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

33 本体制御方式異常（NAK3） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

39 その他異常（NAK） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

40 

実行中にFB_EN(FB実行命令)

がOFFにされたため、実行を中

止しました。 

再度 FB を実行する場合は、FB_OK(正常完了フラグ)、FB_ERROR(異常

完了フラグ)がともに OFF していることを確認した上、FB_EN(FB 実行命

令)を ON してください。 
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使用ラベル 

■入力ラベル 

名称 変数名 データ型 有効範囲 説明 

FB実行命令 FB_EN ビット ― 
ON：FBを起動する 

OFF：FBを起動しない 

ユニット装着 

先頭アドレス 
iw _Start_IO_No ワード 

FFFFH Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

先頭アドレス※1 Ethernetインターフェースユニット時※2 

コネクション No. iw_Connection_No ワード 
1～16 (10進数) Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

1～7,9～15 (10進数) Ethernetインターフェースユニット時※3 

出力チャンネル iw_Out_CH ワード 

1~8(10進数) 

対象の PWM電源の取扱

説明書を参照してください。 

PWM電源のチャンネルを指定します。 

1:CH1 

2:CH2 

3:CH3 

  : 

8:CH8 

出力値 iw_Out_Value ワード 0~255(10進数) 
ON/OFFを制御します。 

0:消灯   1～255:点灯 

ディレー iw_Delay_Time ワード 0～9000 
1μs間隔でディレーの時間設定を行い

ます。 

出力時間 iw_Out_Time ワード 1～9999 
0.1ms間隔で出力時間の範囲設定を行

います。 

受信処理 

タイムアウト時間 
iw_TimeOut_Set ワード 1~60(10進数) 

PWM電源からの応答待ち時間を秒単

位で指定します。 

範囲外の値を指定した場合には、応答

待ち時間が 10秒になります。 

※1 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、対象 CPUユニットの入出力点数の範囲によります。詳細範囲は、

対象 CPUのユーザーズマニュアルを参照してください。 

※2 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、Ethernetインターフェースユニットが装着されている先頭 XYアドレ

スを 16進数で指定します。（例えば X10の場合、10 Hを入力してください） 

※3 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合はパラメータにて設定したコネクションの内、値の小さい方のコネクショ

ン No.を指定します。（例えば、コネクション No.2 と No.3を使用したペアリングオープンの場合、2を入力してください。） 

 コネクション No.8 と No.16は設定できませんのでご注意ください。 
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■出力ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

FB実行中 FB_ENO ビット OFF FB実行中に ON します。 

正常完了フラグ FB_OK ビット OFF FBが正常完了すると ON します。 

異常完了フラグ FB_ERROR ビット OFF FBが異常完了すると ON します。 

エラーコード ERROR_ID ワード 0 発生したエラーコードを返します。 

 

接続先設定 

 PWM電源と接続するためには、Ethernetポート内蔵CPU又はEthernetインターフェースユニットの接続設定を行う必要があ

ります。設定方法については、本マニュアルの 1．4節をお読みください。 

 

FBのバージョンアップ履歴 

 

バージョン 日付 内容 

1.00A 2019/09/25 新規作成 

 

お願い 

本節はファンクションブロックの機能を説明した資料です。 

ユニットや CPUユニットの使用上の制限事項、組み合わせによる制限事項などについては記載されていません。 

ご使用にあたりましては、必ず対象製品のユーザーズマニュアルをお読みいただきますようお願い申し上げます。 
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2．4  P+LEIMAC-IDGB_CheckSettingData（設定状態確認） 

名称 

P+LEIMAC-IDGB_CheckSettingData 

 

機能内容 

 

項目 内容 

機能概要 出力動作、出力値、ディレー、出力時間の設定状態の確認を行います。 

シンボル 

 

対象機器 

対象ユニット 

以下のユニットの Ethernetポートが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ 
Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

QJ71E71-100 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

対象 CPU 

以下の CPUユニットにて本 FBが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

GX Works2 
MELSEC-Qシリーズの場合：Version1.09K以降 

MELSEC-Lシリーズの場合：Version1.20W以降 

記述言語 ラダー 

ステップ数 

1596Step (MELSEC-Qシリーズ・ユニバーサルモデルの場合) 

※プログラムに組み込んだ FBのステップ数は、使用する CPUモデルや、入出力定義によって異なり

ます。 

機能説明 
FB_EN（FB実行命令）のONで、出力動作、出力値、ディレー、出力時間の設定状態の確認を行いま

す。 

FB コンパイル方式 マクロ型 
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項目 内容 

制約事項、 

注意事項等 

① 本 FBは、エラー復旧処理を含んでいません。エラー復旧処理については、お客様のシステムや

要求動作に合わせて、別途作成してください。 

② Ethernetポート内蔵CPU及び Ethernetインターフェースユニットのパラメータ設定は、1．4節に従

い行ってください。 

③ 割り込みプログラムでは、本 FBを使用しないでください。 

④ FBの実行完了後にFB_EN（FB実行命令）のOFFを実行する必要があります。FB_EN（FB実行

命令）の OFFを確実に実行できないプログラム（例えば、サブルーチンプログラムや FOR～

NEXTの中）で FBを使用した場合、正常に動作しないことがありますのでご注意ください。 

⑤ 本 FBでインデックスレジスタ Z8～Z9を使用しているため、割り込みプログラム内でインデックス

レジスタ Z8～Z9を使用しないでください。 

FB動作 パルス実行型（複数スキャン実行型） 

入出力信号の動き 【正常完了の場合】                        【異常完了の場合】 

 

関連マニュアル QnUCPUユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernetポート通信編） 

MELSEC-L CPUユニットユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernet機能編） 

Q対応 Ethernetインターフェースユニットユーザーズマニュアル（基本編） 

PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編 
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エラーコード 

■エラーコード一覧 

エラーコード 

（10進数） 
内容 対処方法 

11 送信処理失敗 設定内容を見直してください。 

12 受信処理失敗 設定内容を見直してください。 

13 タイムアウト PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

20 入力値異常（コネクション No.） 

Ethernetポート内蔵CPU設定時のコネクションNo.は、1～16で設定してく

ださい。 

Ethernetインターフェースユニット時のコネクションNo.は、1～7,9～15で設

定してください。 

21 入力値異常（出力チャンネル） 出力チャンネルは、1～8で設定してください。 

30 データ部分異常（NAK0） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

31 チャンネル番号異常（NAK1） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

33 本体制御方式異常（NAK3） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

39 その他異常（NAK） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

40 

実行中にFB_EN(FB実行命令)

がOFFにされたため、実行を中

止しました。 

再度 FB を実行する場合は、FB_OK(正常完了フラグ)、FB_ERROR(異常

完了フラグ)がともに OFF していることを確認した上、FB_EN(FB 実行命

令)を ON してください。 
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使用ラベル 

■入力ラベル 

名称 変数名 データ型 有効範囲 説明 

FB実行命令 FB_EN ビット ― 
ON：FBを起動する 

OFF：FBを起動しない 

ユニット装着 

先頭アドレス 
iw_Start_IO_No ワード 

FFFFH Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

先頭アドレス※1 Ethernetインターフェースユニット時※2 

コネクション No. iw_Connection_No ワード 
1～16 (10進数) Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

1～7,9～15 (10進数) Ethernetインターフェースユニット時※3 

出力チャンネル iw_Out_CH ワード 

1~8(10進数) 

対象の PWM電源の取扱説

明書を参照してください。 

PWM電源のチャンネルを指定します。 

1:CH1 

2:CH2 

3:CH3 

  : 

8:CH8 

受信処理 

タイムアウト時間 
iw_TimeOut_Set ワード 1~60 (10進数) 

PWM電源からの応答待ち時間を秒単

位で指定します。 

範囲外の値を指定した場合には、応答

待ち時間が 10秒になります。 

※1 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、対象 CPUユニットの入出力点数の範囲によります。詳細範囲は、

対象 CPUのユーザーズマニュアルを参照してください。 

※2 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、Ethernetインターフェースユニットが装着されている先頭 XYアドレ

スを 16進数で指定します。（例えば X10の場合、10 Hを入力してください） 

※3 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合はパラメータにて設定したコネクションの内、値の小さい方のコネクショ

ン No.を指定します。（例えば、コネクション No.2 と No.3を使用したペアリングオープンの場合、2を入力してください。） 

 コネクション No.8 と No.16は設定できませんのでご注意ください。 
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■出力ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

FB実行中 FB_ENO ビット OFF FB実行中に ON します。 

正常完了フラグ FB_OK ビット OFF FBが正常完了すると ON します。 

異常完了フラグ FB_ERROR ビット OFF FBが異常完了すると ON します。 

エラーコード ERROR_ID ワード 0 発生したエラーコードを返します。 

出力動作設定値 ow_Out_Mode ワード 0 出力動作の設定値を返します。 

出力値設定値 ow_Out_Value ワード 0 出力値の設定値を返します。 

ディレー設定値 ow_Delay_Time ワード 0 ディレーの設定値を返します。 

出力時間設定値 ow_Out_Time ワード 0 出力時間の設定値を返します。 

 

接続先設定 

 PWM電源と接続するためには、Ethernetポート内蔵CPU又はEthernetインターフェースユニットの接続設定を行う必要があ

ります。設定方法については、本マニュアルの 1．4節をお読みください。 

 

FBのバージョンアップ履歴 

 

バージョン 日付 内容 

1.00A 2019/09/25 新規作成 

 

お願い 

本節はファンクションブロックの機能を説明した資料です。 

ユニットや CPUユニットの使用上の制限事項、組み合わせによる制限事項などについては記載されていません。 

ご使用にあたりましては、必ず対象製品のユーザーズマニュアルをお読みいただきますようお願い申し上げます。 
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2．5  P+LEIMAC-IDGB_CheckErrorStatus（エラー状態確認） 

名称 

P+LEIMAC-IDGB_CheckErrorStatus 

 

機能内容 

 

項目 内容 

機能概要 エラー状態の確認を行います。 

シンボル 

 

対象機器 

対象ユニット 

以下のユニットの Ethernetポートが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ 
Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

QJ71E71-100 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

対象 CPU 

以下の CPUユニットにて本 FBが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

GX Works2 
MELSEC-Qシリーズの場合：Version1.09K以降 

MELSEC-Lシリーズの場合：Version1.20W以降 

記述言語 ラダー 

ステップ数 

774Step (MELSEC-Qシリーズ・ユニバーサルモデルの場合) 

※プログラムに組み込んだ FBのステップ数は、使用する CPUモデルや、入出力定義によって異なり

ます。 

機能説明 FB_EN（FB実行命令）の ONで、エラー状態の確認を行います。 

FB コンパイル方式 マクロ型 
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項目 内容 

制約事項、 

注意事項等 

① 本 FBは、エラー復旧処理を含んでいません。エラー復旧処理については、お客様のシステムや

要求動作に合わせて、別途作成してください。 

② Ethernetポート内蔵CPU及び Ethernetインターフェースユニットのパラメータ設定は、1．4節に従

い行ってください。 

③ 割り込みプログラムでは、本 FBを使用しないでください。 

④ FBの実行完了後にFB_EN（FB実行命令）のOFFを実行する必要があります。FB_EN（FB実行

命令）の OFFを確実に実行できないプログラム（例えば、サブルーチンプログラムや FOR～

NEXTの中）で FBを使用した場合、正常に動作しないことがありますのでご注意ください。 

⑤ 本 FBでインデックスレジスタ Z8～Z9を使用しているため、割り込みプログラム内でインデックス

レジスタ Z8～Z9を使用しないでください。 

FB動作 パルス実行型（複数スキャン実行型） 

入出力信号の動き 

【正常完了の場合】                        【異常完了の場合】 

 

関連マニュアル 

QnUCPUユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernetポート通信編） 

MELSEC-L CPUユニットユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernet機能編） 

Q対応 Ethernetインターフェースユニットユーザーズマニュアル（基本編） 

PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編 
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エラーコード 

■エラーコード一覧 

エラーコード 

（10進数） 
内容 対処方法 

11 送信処理失敗 設定内容を見直してください。 

12 受信処理失敗 設定内容を見直してください。 

13 タイムアウト PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

20 入力値異常（コネクション No.） 

Ethernetポート内蔵 CPU設定時のコネクション No.は、1～16で設定してく

ださい。 

Ethernetインターフェースユニット時のコネクションNo.は、1～7,9～15で設

定してください。 

30 データ部分異常（NAK0） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

33 本体制御方式異常（NAK3） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

39 その他異常（NAK） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

40 

実行中に FB_EN(FB実行命令)

がOFFにされたため、実行を中

止しました。 

再度 FB を実行する場合は、FB_OK(正常完了フラグ)、FB_ERROR(異常

完了フラグ)がともに OFF していることを確認した上、FB_EN(FB 実行命

令)を ON してください。 
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使用ラベル 

■入力ラベル 

名称 変数名 データ型 有効範囲 説明 

FB実行命令 FB_EN ビット ― 
ON：FBを起動する 

OFF：FBを起動しない 

ユニット装着 

先頭アドレス 
iw_Start_IO_No ワード 

FFFFH Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

先頭アドレス※1 Ethernetインターフェースユニット時※2 

コネクション No. iw_Connection_No ワード 
1～16 (10進数) Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

1～7,9～15 (10進数) Ethernetインターフェースユニット時※3 

受信処理 

タイムアウト時間 
iw_TimeOut_Set ワード 1~60(10進数) 

PWM電源からの応答待ち時間を秒単位

で指定します。 

範囲外の値を指定した場合には、応答

待ち時間が 10秒になります。 

※1 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、対象 CPUユニットの入出力点数の範囲によります。詳細範囲は、

対象 CPUのユーザーズマニュアルを参照してください。 

※2 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、Ethernetインターフェースユニットが装着されている先頭 XYアドレ

スを 16進数で指定します。（例えば X10の場合、10 Hを入力してください） 

※3 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合はパラメータにて設定したコネクションの内、値の小さい方のコネクショ

ン No.を指定します。（例えば、コネクション No.2 と No.3を使用したペアリングオープンの場合、2を入力してください。） 

 コネクション No.8 と No.16は設定できませんのでご注意ください。 

 

■出力ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

FB実行中 FB_ENO ビット OFF FB実行中に ON します。 

正常完了フラグ FB_OK ビット OFF FBが正常完了すると ON します。 

異常完了フラグ FB_ERROR ビット OFF FBが異常完了すると ON します。 

エラーコード ERROR_ID ワード 0 発生したエラーコードを返します。 

CH1ステータス ow_CH1_Status ワード 0 CH1のステータスを返します。 

CH2ステータス ow_CH2_Status ワード 0 CH2のステータスを返します。 

CH3ステータス ow_CH3_Status ワード 0 CH3のステータスを返します。 

CH4ステータス ow_CH4_Status ワード 0 CH4のステータスを返します。 

CH5ステータス ow_CH5_Status ワード 0 CH5のステータスを返します。 

CH6ステータス ow_CH6_Status ワード 0 CH6のステータスを返します。 

CH7ステータス ow_CH7_Status ワード 0 CH7のステータスを返します。 

CH8ステータス ow_CH8_Status ワード 0 CH8のステータスを返します。 
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接続先設定 

 PWM 電源と接続するためには、Ethernetポート内蔵 CPU又は Ethernet インターフェースユニットの接続設定を行う必

要があります。設定方法については、本マニュアルの 1．4節をお読みください。 

 

FBのバージョンアップ履歴 

 

バージョン 日付 内容 

1.00A 2019/09/25 新規作成 

 

お願い 

本節はファンクションブロックの機能を説明した資料です。 

ユニットや CPUユニットの使用上の制限事項、組み合わせによる制限事項などについては記載されていません。 

ご使用にあたりましては、必ず対象製品のユーザーズマニュアルをお読みいただきますようお願い申し上げます。 
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2．6  P+LEIMAC-IDGB_ResetAllData（全チャンネル初期化） 

名称 

P+LEIMAC-IDGB_ResetAllData 

 

機能内容 

 

項目 内容 

機能概要 全チャンネルの初期化を行います。 

シンボル 

 

対象機器 

対象ユニット 

以下のユニットの Ethernetポートが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ 
Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

QJ71E71-100 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

対象 CPU 

以下の CPUユニットにて本 FBが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

GX Works2 
MELSEC-Qシリーズの場合：Version1.09K以降 

MELSEC-Lシリーズの場合：Version1.20W以降 

記述言語 ラダー 

ステップ数 

1759Step (MELSEC-Qシリーズ・ユニバーサルモデルの場合) 

※プログラムに組み込んだ FBのステップ数は、使用する CPUモデルや、入出力定義によって異なり

ます。 

機能説明 FB_EN（FB実行命令）の ONで、全チャンネルの初期化を行います。 

FB コンパイル方式 マクロ型 
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項目 内容 

制約事項、 

注意事項等 

① 本 FBは、エラー復旧処理を含んでいません。エラー復旧処理については、お客様のシステムや

要求動作に合わせて、別途作成してください。 

② Ethernetポート内蔵CPU及び Ethernetインターフェースユニットのパラメータ設定は、1．4節に従

い行ってください。 

③ 割り込みプログラムでは、本 FBを使用しないでください。 

④ FBの実行完了後にFB_EN（FB実行命令）のOFFを実行する必要があります。FB_EN（FB実行

命令）の OFFを確実に実行できないプログラム（例えば、サブルーチンプログラムや FOR～

NEXTの中）で FBを使用した場合、正常に動作しないことがありますのでご注意ください。 

⑤ 本 FBでインデックスレジスタ Z8～Z9を使用しているため、割り込みプログラム内でインデックス

レジスタ Z8～Z9を使用しないでください。 

FB動作 パルス実行型（複数スキャン実行型） 

入出力信号の動き 

【正常完了の場合】                        【異常完了の場合】 

 

関連マニュアル 

QnUCPUユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernetポート通信編） 

MELSEC-L CPUユニットユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernet機能編） 

Q対応 Ethernetインターフェースユニットユーザーズマニュアル（基本編） 

PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編 
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エラーコード 

■エラーコード一覧 

エラーコード 

（10進数） 
内容 対処方法 

11 送信処理失敗 設定内容を見直してください。 

12 受信処理失敗 設定内容を見直してください。 

13 タイムアウト PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

20 入力値異常（コネクション No.） 

Ethernetポート内蔵CPU設定時のコネクションNo.は、1～16で設定してく

ださい。 

Ethernet インターフェースユニット時のコネクション No.は、1～7,9～15 で

設定してください。 

30 データ部分異常（NAK0） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

31 チャンネル番号異常（NAK1） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

33 本体制御方式異常（NAK3） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

39 その他異常（NAK） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

40 

実行中にFB_EN(FB実行命令)

がOFFにされたため、実行を中

止しました。 

再度 FBを実行する場合は、FB_OK(正常完了フラグ)、FB_ERROR(異常

完了フラグ)がともに OFF していることを確認した上、FB_EN(FB 実行命

令)を ON してください。 
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使用ラベル 

■入力ラベル 

名称 変数名 データ型 有効範囲 説明 

FB実行命令 FB_EN ビット ― 
ON：FBを起動する 

OFF：FBを起動しない 

ユニット装着 

先頭アドレス 
iw_Start_IO_No ワード 

FFFFH Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

先頭アドレス※1 Ethernetインターフェースユニット時※2 

コネクション No. iw_Connection_No ワード 
1～16 (10進数) Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

1～7,9～15 (10進数) Ethernetインターフェースユニット時※3 

受信処理 

タイムアウト時間 
iw_TimeOut_Set ワード 1~60(10進数) 

PWM電源からの応答待ち時間を秒単

位で指定します。 

範囲外の値を指定した場合には、応答

待ち時間が 10秒になります。 

※1 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、対象 CPUユニットの入出力点数の範囲によります。詳細範囲は、

対象 CPUのユーザーズマニュアルを参照してください。 

※2 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、Ethernetインターフェースユニットが装着されている先頭 XYアドレ

スを 16進数で指定します。（例えば X10の場合、10 Hを入力してください） 

※3 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合はパラメータにて設定したコネクションの内、値の小さい方のコネクショ

ン No.を指定します。（例えば、コネクション No.2 と No.3を使用したペアリングオープンの場合、2を入力してください。） 

 コネクション No.8 と No.16は設定できませんのでご注意ください。 

 

■出力ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

FB実行中 FB_ENO ビット OFF FB実行中に ON します。 

正常完了フラグ FB_OK ビット OFF FBが正常完了すると ON します。 

異常完了フラグ FB_ERROR ビット OFF FBが異常完了すると ON します。 

エラーコード ERROR_ID ワード 0 発生したエラーコードを返します。 

 

接続先設定 

 PWM電源と接続するためには、Ethernetポート内蔵CPU又はEthernetインターフェースユニットの接続設定を行う必要があ

ります。設定方法については、本マニュアルの 1．4節をお読みください。 
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FBのバージョンアップ履歴 

 

バージョン 日付 内容 

1.00A 2019/09/25 新規作成 

 

 

お願い 

本節はファンクションブロックの機能を説明した資料です。 

ユニットや CPUユニットの使用上の制限事項、組み合わせによる制限事項などについては記載されていません。 

ご使用にあたりましては、必ず対象製品のユーザーズマニュアルをお読みいただきますようお願い申し上げます。 
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2．7  P+LEIMAC-IDGB_SetupNetwork（Ethernet通信設定） 

名称 

P+LEIMAC-IDGB_SetupNetwork 

 

機能内容 

 

項目 内容 

機能概要 Ethernet通信用のデータ設定を行います。 

シンボル 

 

対象機器 

対象ユニット 

以下のユニットの Ethernetポートが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ 
Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

QJ71E71-100 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

対象 CPU 

以下の CPUユニットにて本 FBが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

GX Works2 
MELSEC-Qシリーズの場合：Version1.09K以降 

MELSEC-Lシリーズの場合：Version1.20W以降 

記述言語 ラダー 

ステップ数 

1916Step (MELSEC-Qシリーズ・ユニバーサルモデルの場合) 

※プログラムに組み込んだ FBのステップ数は、使用する CPUモデルや、入出力定義によって異なり

ます。 

機能説明 FB_EN（FB実行命令）の ONで、Ethernet通信のためのデータ設定を行います。 

FB コンパイル方式 マクロ型 
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項目 内容 

制約事項、 

注意事項等 

① 本 FBは、エラー復旧処理を含んでいません。エラー復旧処理については、お客様のシステムや

要求動作に合わせて、別途作成してください。 

② Ethernetポート内蔵CPU及び Ethernetインターフェースユニットのパラメータ設定は、1．4節に従

い行ってください。 

③ 割り込みプログラムでは、本 FBを使用しないでください。 

④ FBの実行完了後にFB_EN（FB実行命令）のOFFを実行する必要があります。FB_EN（FB実行

命令）の OFFを確実に実行できないプログラム（例えば、サブルーチンプログラムや FOR～

NEXTの中）で FBを使用した場合、正常に動作しないことがありますのでご注意ください。 

⑤ 本 FBでインデックスレジスタ Z8～Z9を使用しているため、割り込みプログラム内でインデックス

レジスタ Z8～Z9を使用しないでください。 

FB動作 パルス実行型（複数スキャン実行型） 

入出力信号の動き 

【正常完了の場合】                        【異常完了の場合】 

 

関連マニュアル 

QnUCPUユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernetポート通信編） 

MELSEC-L CPUユニットユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernet機能編） 

Q対応 Ethernetインターフェースユニットユーザーズマニュアル（基本編） 

PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

PWM電源 IDGBシリーズ(Ethernet通信)用 FB ライブラリ リファレンスマニュアル 

IDGB-M0100 

43/84 

エラーコード 

■エラーコード一覧 

エラーコード 

（10進数） 
内容 対処方法 

11 送信処理失敗 設定内容を見直してください。 

12 受信処理失敗 設定内容を見直してください。 

13 タイムアウト PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

20 入力値異常（コネクション No.） 

Ethernetポート内蔵 CPU設定時のコネクション No.は、1～16で設定してく

ださい。 

Ethernetインターフェースユニット時のコネクションNo.は、1～7,9～15で設

定してください。 

26 入力値異常（ポート番号） ポート番号は、1000～65532で設定してください。 

30 データ部分異常（NAK0） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

33 本体制御方式異常（NAK3） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

39 その他異常（NAK） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

40 

実行中に FB_EN(FB実行命令)

がOFFにされたため、実行を中

止しました。 

再度 FB を実行する場合は、FB_OK(正常完了フラグ)、FB_ERROR(異常

完了フラグ)がともに OFF していることを確認した上、FB_EN(FB 実行命

令)を ON してください。 
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使用ラベル 

■入力ラベル 

名称 変数名 データ型 有効範囲 説明 

FB実行命令 FB_EN ビット ― 
ON：FBを起動する 

OFF：FBを起動しない 

ユニット装着 

先頭アドレス 
iw_Start_IO_No ワード 

FFFFH Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

先頭アドレス※1 Ethernetインターフェースユニット時※2 

コネクション No. iw_Connection_No ワード 
1～16 (10進数) Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

1～7,9～15 (10進数) Ethernetインターフェースユニット時※3 

IPアドレス id_IPAddress 
ダブル 

ワード 

00000000H~ 

FFFFFFFFH(16進数) 

PWM電源に設定する IPアドレスを指

定します。 

サブネットマスク id_SubnetMask 
ダブル 

ワード 

00000000H~ 

FFFFFFFFH (16進数) 

PWM電源に設定するサブネットマスク

を指定します。 

デフォルトゲートウェイ id_Def_Gateway 
ダブル 

ワード 

00000000H~ 

FFFFFFFFH (16進数) 

PWM電源に設定するデフォルトゲート

ウェイを指定します。 

先頭ポート番号 id_TopPortNo 
ダブル 

ワード 
1000~65532(10進数) 

PWM電源に設定する受信ポートを指

定します。 

受信処理 

タイムアウト時間 
iw_TimeOut_Set ワード 1~60(10進数) 

PWM電源からの応答待ち時間を秒単

位で指定します。 

範囲外の値を指定した場合には、応答

待ち時間が 10秒になります。 

※1 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、対象 CPUユニットの入出力点数の範囲によります。詳細範囲は、

対象 CPUのユーザーズマニュアルを参照してください。 

※2 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、Ethernetインターフェースユニットが装着されている先頭 XYアドレ

スを 16進数で指定します。（例えば X10の場合、10 Hを入力してください） 

※3 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合はパラメータにて設定したコネクションの内、値の小さい方のコネクショ

ン No.を指定します。（例えば、コネクション No.2 と No.3を使用したペアリングオープンの場合、2を入力してください。） 

 コネクション No.8 と No.16は設定できませんのでご注意ください。 
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■出力ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

FB実行中 FB_ENO ビット OFF FB実行中に ON します。 

正常完了フラグ FB_OK ビット OFF FBが正常完了すると ON します。 

異常完了フラグ FB_ERROR ビット OFF FBが異常完了すると ON します。 

エラーコード ERROR_ID ワード 0 発生したエラーコードを返します。 

 

接続先設定 

 PWM電源と接続するためには、Ethernetポート内蔵CPU又はEthernetインターフェースユニットの接続設定を行う必要があ

ります。設定方法については、本マニュアルの 1．4節をお読みください。 

 

FBのバージョンアップ履歴 

 

バージョン 日付 内容 

1.00A 2019/09/25 新規作成 

 

お願い 

本節はファンクションブロックの機能を説明した資料です。 

ユニットや CPUユニットの使用上の制限事項、組み合わせによる制限事項などについては記載されていません。 

ご使用にあたりましては、必ず対象製品のユーザーズマニュアルをお読みいただきますようお願い申し上げます。 
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2．8  P+LEIMAC-IDGB_SetConnectTimeOut（接続タイムアウト設定） 

名称 

P+LEIMAC-IDGB_SetConnectTimeOut 

 

機能内容 

 

項目 内容 

機能概要 
通信接続が確立された状態で PWM電源がコマンドを受信しない場合、自動で接続を終了するまで

の時間の設定を行います。 

シンボル 

 

対象機器 

対象ユニット 

以下のユニットの Ethernetポートが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ 
Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

QJ71E71-100 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

対象 CPU 

以下の CPUユニットにて本 FBが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

GX Works2 
MELSEC-Qシリーズの場合：Version1.09K以降 

MELSEC-Lシリーズの場合：Version1.20W以降 

記述言語 ラダー 

ステップ数 

751Step (MELSEC-Qシリーズ・ユニバーサルモデルの場合) 

※プログラムに組み込んだ FBのステップ数は、使用する CPUモデルや、入出力定義によって異なり

ます。 

機能説明 
FB_EN（FB実行命令）のONで、通信接続が確立された状態で PWM電源がコマンドを受信しない場

合、自動で接続を終了するまでの時間の設定を行います。 

FB コンパイル方式 マクロ型 

 

 



 

PWM電源 IDGBシリーズ(Ethernet通信)用 FB ライブラリ リファレンスマニュアル 

IDGB-M0100 

47/84 

項目 内容 

制約事項、 

注意事項等 

① 本 FBは、エラー復旧処理を含んでいません。エラー復旧処理については、お客様のシステムや

要求動作に合わせて、別途作成してください。 

② Ethernetポート内蔵CPU及び Ethernetインターフェースユニットのパラメータ設定は、1．4節に従

い行ってください。 

③ 割り込みプログラムでは、本 FBを使用しないでください。 

④ FBの実行完了後にFB_EN（FB実行命令）のOFFを実行する必要があります。FB_EN（FB実行

命令）の OFFを確実に実行できないプログラム（例えば、サブルーチンプログラムや FOR～

NEXTの中）で FBを使用した場合、正常に動作しないことがありますのでご注意ください。 

⑤ 本 FBでインデックスレジスタ Z8～Z9を使用しているため、割り込みプログラム内でインデックス

レジスタ Z8～Z9を使用しないでください。 

FB動作 パルス実行型（複数スキャン実行型） 

入出力信号の動き 

【正常完了の場合】                        【異常完了の場合】 

 

関連マニュアル 

QnUCPUユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernetポート通信編） 

MELSEC-L CPUユニットユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernet機能編） 

Q対応 Ethernetインターフェースユニットユーザーズマニュアル（基本編） 

PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編 
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エラーコード 

■エラーコード一覧 

エラーコード 

（10進数） 
内容 対処方法 

11 送信処理失敗 設定内容を見直してください。 

12 受信処理失敗 設定内容を見直してください。 

13 タイムアウト PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

20 入力値異常（コネクション No.） 

Ethernetポート内蔵 CPU設定時のコネクションNo.は、1～16で設定してく

ださい。 

Ethernetインターフェースユニット時のコネクションNo.は、1～7,9～15で設

定してください。 

26 入力値異常（ポート番号） 

ポート番号は、1～4で設定してください。 

※先頭ポート番号が 1000の場合の例 

1000＝1、1001＝2、1002＝3、1003＝4 

27 入力値異常（接続タイムアウト） 接続タイムアウトは、10～600で設定してください。 

30 データ部分異常（NAK0） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

31 チャンネル番号異常（NAK1） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

33 本体制御方式異常（NAK3） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

39 その他異常（NAK） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

40 

実行中に FB_EN(FB実行命令)

がOFFにされたため、実行を中

止しました。 

再度 FB を実行する場合は、FB_OK(正常完了フラグ)、FB_ERROR(異常

完了フラグ)がともに OFF していることを確認した上、FB_EN(FB 実行命

令)を ON してください。 
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使用ラベル 

■入力ラベル 

名称 変数名 データ型 有効範囲 説明 

FB実行命令 FB_EN ビット ― 
ON：FBを起動する 

OFF：FBを起動しない 

ユニット装着 

先頭アドレス 
iw_Start_IO_No ワード 

FFFFH Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

先頭アドレス※1 Ethernetインターフェースユニット時※2 

コネクション No. iw_Connection_No ワード 
1～16 (10進数) Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

1～7,9～15 (10進数) Ethernetインターフェースユニット時※3 

ポート番号 iw_Port_No ワード 1~4(10進数) 
PWM電源に設定する返信先ポートを

指定します。※4 

接続受信処理 

タイムアウト時間 
iw_Con_TimeOut ワード 0,10~600(10進数) 

PLCからの応答待ち時間を秒単位で指

定します。 

0を設定すると機能を無効にできます。 

受信処理 

タイムアウト時間 
iw_TimeOut_Set ワード 1~60(10進数) 

PWM電源からの応答待ち時間を秒単

位で指定します。 

範囲外の値を指定した場合には、応答

待ち時間が 10秒になります。 

※1 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、対象 CPUユニットの入出力点数の範囲によります。詳細範囲は、

対象 CPUのユーザーズマニュアルを参照してください。 

※2 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、Ethernetインターフェースユニットが装着されている先頭 XYアドレ

スを 16進数で指定します。（例えば X10の場合、10 Hを入力してください） 

※3 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合はパラメータにて設定したコネクションの内、値の小さい方のコネクショ

ン No.を指定します。（例えば、コネクション No.2 と No.3を使用したペアリングオープンの場合、2を入力してください。） 

 コネクション No.8 と No.16は設定できませんのでご注意ください。 

※4 ポート番号が 1000の場合の例、「1000＝1、1001＝2、1002＝3、1003＝4」 

 

■出力ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

FB実行中 FB_ENO ビット OFF FB実行中に ON します。 

正常完了フラグ FB_OK ビット OFF FBが正常完了すると ON します。 

異常完了フラグ FB_ERROR ビット OFF FBが異常完了すると ON します。 

エラーコード ERROR_ID ワード 0 発生したエラーコードを返します。 
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接続先設定 

 PWM電源と接続するためには、Ethernetポート内蔵CPU又はEthernetインターフェースユニットの接続設定を行う必要があ

ります。設定方法については、本マニュアルの 1．4節をお読みください。 

 

FBのバージョンアップ履歴 

 

バージョン 日付 内容 

1.00A 2019/09/25 新規作成 

 

お願い 

本節はファンクションブロックの機能を説明した資料です。 

ユニットや CPUユニットの使用上の制限事項、組み合わせによる制限事項などについては記載されていません。 

ご使用にあたりましては、必ず対象製品のユーザーズマニュアルをお読みいただきますようお願い申し上げます。 
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2．9  P+LEIMAC-IDGB_SaveData（設定値保存） 

名称 

P+LEIMAC-IDGB_SaveData 

 

機能内容 

 

項目 内容 

機能概要 出力動作、出力値、ディレー、出力時間の設定値の保存を行います。 

シンボル 

 

対象機器 

対象ユニット 

以下のユニットの Ethernetポートが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ 
Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

QJ71E71-100 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

対象 CPU 

以下の CPUユニットにて本 FBが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

GX Works2 
MELSEC-Qシリーズの場合：Version1.09K以降 

MELSEC-Lシリーズの場合：Version1.20W以降 

記述言語 ラダー 

ステップ数 

654Step (MELSEC-Qシリーズ・ユニバーサルモデルの場合) 

※プログラムに組み込んだ FBのステップ数は、使用する CPUモデルや、入出力定義によって異なり

ます。 

機能説明 
FB_EN（FB実行命令）の ONで、出力動作、出力値、ディレー、出力時間の設定値の保存を行いま

す。 

FB コンパイル方式 マクロ型 
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項目 内容 

制約事項、 

注意事項等 

① 本 FBは、エラー復旧処理を含んでいません。エラー復旧処理については、お客様のシステムや

要求動作に合わせて、別途作成してください。 

② Ethernetポート内蔵CPU及び Ethernetインターフェースユニットのパラメータ設定は、1．4節に従

い行ってください。 

③ 割り込みプログラムでは、本 FBを使用しないでください。 

④ FBの実行完了後にFB_EN（FB実行命令）のOFFを実行する必要があります。FB_EN（FB実行

命令）の OFFを確実に実行できないプログラム（例えば、サブルーチンプログラムや FOR～

NEXTの中）で FBを使用した場合、正常に動作しないことがありますのでご注意ください。 

⑤ 本 FBでインデックスレジスタ Z8～Z9を使用しているため、割り込みプログラム内でインデックス

レジスタ Z8～Z9を使用しないでください。 

FB動作 パルス実行型（複数スキャン実行型） 

入出力信号の動き 

【正常完了の場合】                        【異常完了の場合】 

 

関連マニュアル 

QnUCPUユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernetポート通信編） 

MELSEC-L CPUユニットユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernet機能編） 

Q対応 Ethernetインターフェースユニットユーザーズマニュアル（基本編） 

PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編 
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エラーコード 

■エラーコード一覧 

エラーコード 

（10進数） 
内容 対処方法 

11 送信処理失敗 設定内容を見直してください。 

12 受信処理失敗 設定内容を見直してください。 

13 タイムアウト PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

20 入力値異常（コネクション No.） 

Ethernetポート内蔵 CPU設定時のコネクション No.は、1～16で設定してく

ださい。 

Ethernetインターフェースユニット時のコネクションNo.は、1～7,9～15で設

定してください。 

30 データ部分異常（NAK0） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

31 チャンネル番号異常（NAK1） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

33 本体制御方式異常（NAK3） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

39 その他異常（NAK） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

40 

実行中に FB_EN(FB実行命令)

がOFFにされたため、実行を中

止しました。 

再度 FB を実行する場合は、FB_OK(正常完了フラグ)、FB_ERROR(異常

完了フラグ)がともに OFF していることを確認した上、FB_EN(FB 実行命

令)を ON してください。 
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使用ラベル 

■入力ラベル 

名称 変数名 データ型 有効範囲 説明 

FB実行命令 FB_EN ビット ― 
ON：FBを起動する 

OFF：FBを起動しない 

ユニット装着 

先頭アドレス 
iw_Start_IO_No ワード 

FFFFH Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

先頭アドレス※1 Ethernetインターフェースユニット時※2 

コネクション No. iw_Connection_No ワード 
1～16 (10進数) Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

1～7,9～15 (10進数) Ethernetインターフェースユニット時※3 

受信処理 

タイムアウト時間 
iw_TimeOut_Set ワード 1~60(10進数) 

PWM電源からの応答待ち時間を秒単位

で指定します。 

範囲外の値を指定した場合には、応答

待ち時間が 10秒になります。 

※1 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、対象 CPUユニットの入出力点数の範囲によります。詳細範囲は、

対象 CPUのユーザーズマニュアルを参照してください。 

※2 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、Ethernetインターフェースユニットが装着されている先頭 XYアドレ

スを 16進数で指定します。（例えば X10の場合、10 Hを入力してください） 

※3 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合はパラメータにて設定したコネクションの内、値の小さい方のコネクショ

ン No.を指定します。（例えば、コネクション No.2 と No.3を使用したペアリングオープンの場合、2を入力してください。） 

 コネクション No.8 と No.16は設定できませんのでご注意ください。 

 

■出力ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

FB実行中 FB_ENO ビット OFF FB実行中に ON します。 

正常完了フラグ FB_OK ビット OFF FBが正常完了すると ON します。 

異常完了フラグ FB_ERROR ビット OFF FBが異常完了すると ON します。 

エラーコード ERROR_ID ワード 0 発生したエラーコードを返します。 

 

接続先設定 

 PWM電源と接続するためには、Ethernetポート内蔵CPU又はEthernetインターフェースユニットの接続設定を行う必要があ

ります。設定方法については、本マニュアルの 1．4節をお読みください。 
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FBのバージョンアップ履歴 

 

バージョン 日付 内容 

1.00A 2019/09/25 新規作成 

 

お願い 

本節はファンクションブロックの機能を説明した資料です。 

ユニットや CPUユニットの使用上の制限事項、組み合わせによる制限事項などについては記載されていません。 

ご使用にあたりましては、必ず対象製品のユーザーズマニュアルをお読みいただきますようお願い申し上げます。 
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2．10 P+LEIMAC-IDGB_ResetErrorStatus（エラーリセット） 

名称 

P+LEIMAC-IDGB_ResetErrorStatus 

 

機能内容 

 

項目 内容 

機能概要 エラーのリセットを行います。 

シンボル 

 

対象機器 

対象ユニット 

以下のユニットの Ethernetポートが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ 
Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

QJ71E71-100 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

対象 CPU 

以下の CPUユニットにて本 FBが使用可能です。 

シリーズ モデル 

MELSEC-Qシリーズ Ethernetポート内蔵タイプQnUCPU※1 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

GX Works2 
MELSEC-Qシリーズの場合：Version1.09K以降 

MELSEC-Lシリーズの場合：Version1.20W以降 

記述言語 ラダー 

ステップ数 

648Step (MELSEC-Qシリーズ・ユニバーサルモデルの場合) 

※プログラムに組み込んだ FBのステップ数は、使用する CPUモデルや、入出力定義によって異なり

ます。 

機能説明 FB_EN（FB実行命令）の ONで、エラーのリセットを行います。 

FB コンパイル方式 マクロ型 
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項目 内容 

制約事項、 

注意事項等 

① 本 FBは、エラー復旧処理を含んでいません。エラー復旧処理については、お客様のシステムや

要求動作に合わせて、別途作成してください。 

② Ethernetポート内蔵CPU及び Ethernetインターフェースユニットのパラメータ設定は、1．4節に従

い行ってください。 

③ 割り込みプログラムでは、本 FBを使用しないでください。 

④ FBの実行完了後にFB_EN（FB実行命令）のOFFを実行する必要があります。FB_EN（FB実行

命令）の OFFを確実に実行できないプログラム（例えば、サブルーチンプログラムや FOR～

NEXTの中）で FBを使用した場合、正常に動作しないことがありますのでご注意ください。 

⑤ 本 FBでインデックスレジスタ Z8～Z9を使用しているため、割り込みプログラム内でインデックス

レジスタ Z8～Z9を使用しないでください。 

FB動作 パルス実行型（複数スキャン実行型） 

入出力信号の動き 

【正常完了の場合】                        【異常完了の場合】 

 

関連マニュアル 

QnUCPUユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernetポート通信編） 

MELSEC-L CPUユニットユーザーズマニュアル（内蔵 Ethernet機能編） 

Q対応 Ethernetインターフェースユニットユーザーズマニュアル（基本編） 

PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編 
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エラーコード 

■エラーコード一覧 

エラーコード 

（10進数） 
内容 対処方法 

11 送信処理失敗 設定内容を見直してください。 

12 受信処理失敗 設定内容を見直してください。 

13 タイムアウト PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

20 入力値異常（コネクション No.） 

Ethernetポート内蔵 CPU設定時のコネクション No.は、1～16で設定してく

ださい。 

Ethernetインターフェースユニット時のコネクションNo.は、1～7,9～15で設

定してください。 

30 データ部分異常（NAK0） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

33 本体制御方式異常（NAK3） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

39 その他異常（NAK） PWM電源 IDGBシリーズ取扱説明書 外部制御編を参照してください。 

40 

実行中に FB_EN(FB実行命令)

がOFFにされたため、実行を中

止しました。 

再度 FB を実行する場合は、FB_OK(正常完了フラグ)、FB_ERROR(異常

完了フラグ)がともに OFF していることを確認した上、FB_EN(FB 実行命

令)を ON してください。 
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使用ラベル 

■入力ラベル 

名称 変数名 データ型 有効範囲 説明 

FB実行命令 FB_EN ビット ― 
ON：FBを起動する 

OFF：FBを起動しない 

ユニット装着 

先頭アドレス 
iw_Start_IO_No ワード 

FFFFH Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

先頭アドレス※1 Ethernetインターフェースユニット時※2 

コネクション No. iw_Connection_No ワード 
1～16 (10進数) Ethernetポート内蔵 CPU設定時 

1～7,9～15 (10進数) Ethernetインターフェースユニット時※3 

受信処理 

タイムアウト時間 
iw_TimeOut_Set ワード 1~60(10進数) 

PWM電源からの応答待ち時間を秒単

位で指定します。 

範囲外の値を指定した場合には、応答

待ち時間が 10秒になります。 

※1 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、対象 CPUユニットの入出力点数の範囲によります。詳細範囲は、

対象 CPUのユーザーズマニュアルを参照してください。 

※2 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合は、Ethernetインターフェースユニットが装着されている先頭 XYアドレ

スを 16進数で指定します。（例えば X10の場合、10 Hを入力してください） 

※3 Ethernetインターフェースユニットを使用する場合はパラメータにて設定したコネクションの内、値の小さい方のコネクショ

ン No.を指定します。（例えば、コネクション No.2 と No.3を使用したペアリングオープンの場合、2を入力してください。） 

 コネクション No.8 と No.16は設定できませんのでご注意ください。 

 

■出力ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

FB実行中 FB_ENO ビット OFF FB実行中に ON します。 

正常完了フラグ FB_OK ビット OFF FBが正常完了すると ON します。 

異常完了フラグ FB_ERROR ビット OFF FBが異常完了すると ON します。 

エラーコード ERROR_ID ワード 0 発生したエラーコードを返します。 

 

接続先設定 

 PWM電源と接続するためには、Ethernetポート内蔵CPU又はEthernetインターフェースユニットの接続設定を行う必要があ

ります。設定方法については、本マニュアルの 1．4節をお読みください。 
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FBのバージョンアップ履歴 

 

バージョン 日付 内容 

1.00A 2019/09/25 新規作成 

 

お願い 

本節はファンクションブロックの機能を説明した資料です。 

ユニットや CPUユニットの使用上の制限事項、組み合わせによる制限事項などについては記載されていません。 

ご使用にあたりましては、必ず対象製品のユーザーズマニュアルをお読みいただきますようお願い申し上げます。 
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付録 1． 接続手順 

 

付録 1．1 安全上のご注意 
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付録 1．2 接続、配線説明  
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付録 1．3 PWM電源 IDGBシリーズハードウェア設定 
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付録 2． FB ライブラリの使用例 

 Ethernetポート内蔵 CPUを利用して、PWM電源と接続する場合の使用例です。 

 

（1）システム構成 

 

(1)

(2)
(3)

ハブ
 

No. 機器名 内容 

（1） Qシリーズシーケンサ 

Lシリーズシーケンサ 

 

シリーズ CPUユニットのモデル 

MELSEC-Qシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ QnUCPU※1 

MELSEC-Lシリーズ Ethernetポート内蔵タイプ LCPU 

※1シリアル No.の上 5桁が 11012以降 

（2） GX Works2 MELSEC-Qシリーズの場合：Version1.09K以降 

MELSEC-Lシリーズの場合：Version1.20W以降 

（3） PWM電源 

（Ethernet通信タイプ） 

PWM電源 IDGBシリーズ 

IDGB-○M□(-△)-TP/PI   

○：定格容量(w)30,50,100  

□：チャンネル数 2,4,8 

△：出力電圧 表記なし…12V, 24…24V 
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（2）デバイス使用一覧 

 

・外部入力（指令） 

デバイス FB名称 用途 

M0 
P+LEIMAC-IDGB_ConnectNetwork

（Ethernet接続確立） 

PWM電源と Ethernetポート内蔵CPU又はEthernetインターフェース

ユニットのコネクションの確立を行います。 

M10 
P+LEIMAC-IDGB_SetOutMode 

（出力動作設定） 

出力動作の設定を行います。 

 

M20 
P+LEIMAC-IDGB_SetOutData 

（出力設定） 

出力値、ディレー、出力時間の設定を行います。 

 

M30 
P+LEIMAC-IDGB_CheckSettingData 

（設定状態確認） 

出力動作、出力値、ディレー、出力時間の設定状態の確認を行いま

す。 

M40 
P+LEIMAC-IDGB_CheckErrorStatus 

（エラー状態確認） 

エラー状態の確認を行います。 

 

M50 
P+LEIMAC-IDGB_SaveData 

（設定値保存） 

出力動作、出力値、ディレー、出力時間の設定値の保存を行いま

す。 

M60 
P+LEIMAC-IDGB_ResetErrorStatus 

（エラーリセット） 

エラーのリセットを行います。 

 

M70 
P+LEIMAC-IDGB_SetConnectTimeOut

（接続タイムアウト設定） 

通信接続が確立された状態で PWM 電源がコマンドを受信しない場

合、自動で接続を終了するまでの時間の設定を行います。 

M80 
P+LEIMAC-IDGB_ResetAllData 

（全チャンネル初期化） 

全チャンネルの初期化を行います。 

 

M90 
P+LEIMAC-IDGB_SetupNetwork

（Ethernet通信設定） 

Ethernet通信用のデータ設定を行います。 
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・外部出力（確認） 

デバイ

ス 
FB名称 用途 

M1 P+LEIMAC-IDGB_ConnectNetwork Ethernet接続確立の実行状態が格納されます。 

M2 Ethernet 接続確立が正常完了した時に 1 シーケンススキャン ON されま

す。 

M3 Ethernet 接続確立が異常完了した時に 1 シーケンススキャン ON されま

す。 

D0 Ethernet接続確立が異常完了した時にエラーコードが格納されます。 

M11 P+LEIMAC-IDGB_SetOutMode 出力動作設定の実行状態が格納されます。 

M12 出力動作設定が正常完了した時に 1シーケンススキャン ON されます。 

M13 出力動作設定が異常完了した時に 1シーケンススキャン ON されます。 

D10 出力動作設定が異常完了した時にエラーコードが格納されます。 

M21 P+LEIMAC-IDGB_SetOutData 出力設定の実行状態が格納されます。 

M22 出力設定が正常完了した時に 1シーケンススキャン ON されます。 

M23 出力設定が異常完了した時に 1シーケンススキャン ON されます。 

D20 出力設定が異常完了した時にエラーコードが格納されます。 

M31 P+LEIMAC-IDGB_CheckSettingData 設定状態確認の実行状態が格納されます。 

M32 設定状態確認が正常完了した時に 1シーケンススキャン ON されます。 

M33 設定状態確認が異常完了した時に 1シーケンススキャン ON されます。 

D30 設定状態確認が異常完了した時にエラーコードが格納されます。 

D31 出力値が格納されます。 

D32 出力動作が格納されます。 

D33 ディレーが格納されます。 

D34 出力時間が格納されます。 

M41 P+LEIMAC-IDGB_CheckErrorStatus エラー状態確認の実行状態が格納されます。 

M42 エラー状態確認が正常完了した時に1シーケンススキャンONされます。 

M43 エラー状態確認が異常完了した時に1シーケンススキャンONされます。 

D40 エラー状態確認が異常完了した時にエラーコードが格納されます。 

D41 CH1のステータスが格納されます。 

D42 CH2のステータスが格納されます。 

D43 CH3のステータスが格納されます。 

D44 CH4のステータスが格納されます。 

D45 CH5のステータスが格納されます。 

D46 CH6のステータスが格納されます。 

D47 CH7のステータスが格納されます。 

D48 CH8のステータスが格納されます。 
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・外部出力（確認） 

デバイス FB名称 用途 

M51 P+LEIMAC-IDGB_SaveData  設定値の保存の実行状態が格納されます。 

M52 設定値の保存が正常完了した時に 1 シーケンススキャン ON されま

す。 

M53 設定値の保存が異常完了した時に 1 シーケンススキャン ON されま

す。 

D50 設定値の保存が異常完了した時にエラーコードが格納されます。 

M61 P+LEIMAC-IDGB_ResetErrorStatus  エラーリセットの実行状態が格納されます。 

M62 エラーリセットが正常完了した時に 1 シーケンススキャン ON されま

す。 

M63 エラーリセットが異常完了した時に 1 シーケンススキャン ON されま

す。 

D60 エラーリセットが異常完了した時にエラーコードが格納されます。 

M71 P+LEIMAC-IDGB_SetConnectTimeOut 接続タイムアウト設定の実行状態が格納されます。 

M72 接続タイムアウト設定が正常完了した時に 1 シーケンススキャン ON

されます。 

M73 接続タイムアウト設定が異常完了した時に 1 シーケンススキャン ON

されます。 

D70 接続タイムアウト設定が異常完了した時にエラーコードが格納されま

す。 

M81 P+LEIMAC-IDGB_ResetAllData エラーリセットの実行状態が格納されます。 

M82 エラーリセットが正常完了した時に 1 シーケンススキャン ON されま

す。 

M83 エラーリセットが異常完了した時に 1 シーケンススキャン ON されま

す。 

D80 エラーリセットが異常完了した時にエラーコードが格納されます。 

M91 P+LEIMAC-IDGB_SetupNetwork Ethernet接続設定の実行状態が格納されます。 

M92 Ethernet 接続設定が正常完了した時に 1 シーケンススキャン ON さ

れます。 

M93 Ethernet 接続設定が異常完了した時に 1 シーケンススキャン ON さ

れます。 

D90 Ethernet接続設定が異常完了した時にエラーコードが格納されます。 
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（3）使用例 設定 

 

・共通設定 

入出力項目 変数名 値 用途 

ユニット装着先頭アドレス iw_Start_IO_No FFFFH Ethernetポート内蔵 CPUを指定します。 

コネクション No. iw_Connection_No K1 
Ethernet ポート内蔵 CPU のコネクション No.を指

定します。本例では、1を設定します。 

受信処理タイムアウト時間 iw_TimeOut_Set K10 
タイムアウトする時間を指定します。本例では、

10秒を設定します。 

 

 

・P+LEIMAC-IDGB_SetOutMode 設定 

入出力項目 変数名 値 用途 

出力チャンネル iw_Out_CH K1 
PWM 電源のチャンネルを指定します。本例では

1を設定します。 

出力動作 iw_Out_Mode K1 
PWM 電源の出力モードを指定します。本例で

は、1を設定します。 

 

 

・P+LEIMAC-IDGB_SetOutData 設定 

入出力項目 変数名 値 用途 

出力チャンネル iw_Out_CH K1 
PWM 電源のチャンネルを指定します。本例では

1を設定します。 

出力値 iw_Out_Value K100 
PWM 電源の調光値を指定します。本例では、

100を設定します。 

ディレー iw_Delay_Time K10 
PWM 電源のディレーを設定します。本例では、

10を設定します。 

出力時間 iw_Out_Time K10 
PWM 電源の出力時間を設定します。本例では、

10に設定します。 

 

 

・P+LEIMAC-IDGB_CheckSettingData 設定 

入出力項目 変数名 値 用途 

出力チャンネル iw_Out_CH K1 
PWM 電源のチャンネルを指定します。本例では

1を設定します。 
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・P+LEIMAC-IDGB_SetConnectTimeOut 設定 

入出力項目 変数名 値 用途 

ポート番号 iw_Port_No K1000 
PWM 電源のポート番号を設定します。本例で

は、1000を設定します。 

接続受信処理 

タイムアウト時間 
iw_Con_TimeOut K10 

電源からコマンドの受信が無い状況で、自動で接

続を終了して接続待機の状態になるまでの時間

を設定します。本例では 10秒を設定します。 

 

 

・P+LEIMAC-IDGB_SetupNetwork 設定 

入出力項目 変数名 値 用途 

IPアドレス id_IPAddress C0A8001EH 
PWM電源に設定する IPアドレスを設定します。

本例では、「192.168.0.30」に設定します。 

サブネットマスク id_SubnetMask FFFFFF00H 
PWM 電源に設定するサブネットマスクを設定し

ます。本例では、「255.255.255.0」に設定します。 

デフォルトゲートウェイ id_Def_Gateway C0A80001H 

PWM 電源に設定するデフォルトゲートウェイを

設定します。本例では、「192.168.0.1」に設定しま

す。 

先頭ポート番号 id_TopPortNo K1000 
PWM 電源に設定する受信ポートを指定します。

本例では、1000を設定します。 
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（4）プログラム 

 

（a）P+LEIMAC-IDGB_ConnectNetwork 

 

  プログラム例は次の条件の下、記述されています。 

入出力項目 変数名 値 用途 

ユニット装着先頭アドレス iw_Start_IO_No FFFFH Ethernetポート内蔵 CPUを指定します。 

コネクション No. iw_Connection_No K1 
Ethernet ポート内蔵 CPU のコネクション No.を指

定します。本例では、1を設定します。 

 

M0の ONで PWM電源とシーケンサの Ethernet接続を確立します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

PWM電源 IDGBシリーズ(Ethernet通信)用 FB ライブラリ リファレンスマニュアル 

IDGB-M0100 

71/84 

(b) P+LEIMAC-IDGB_SetOutMode 

 

 プログラム例は次の条件の下、記述されています。 

入出力項目 変数名 値 用途 

ユニット装着先頭アドレス iw_ Start_IO_No FFFFH Ethernetポート内蔵 CPUを指定します。 

コネクション No. iw_Connection_No K1 
Ethernet ポート内蔵 CPU のコネクション No.を指

定します。本例では、1を設定します。 

出力チャンネル iw_Out_CH K1 
PWM 電源のチャンネルを指定します。本例では

1を設定します。 

出力動作 iw_Out_Mode K1 
PWM 電源の出力モードを指定します。本例で

は、1を設定します。 

受信処理タイムアウト時間 iw_TimeOut_Set K10 
タイムアウトする時間を指定します。本例では、

10秒を設定します。 

 

M10の ONで、PWM電源の出力動作の設定を行います。 
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(c) P+LEIMAC-IDGB_SetOutData 

 

 プログラム例は次の条件の下、記述されています。 

入出力項目 変数名 値 用途 

ユニット装着先頭アドレス iw_Start_IO_No FFFFH Ethernetポート内蔵 CPUを指定します。 

コネクション No. iw_Connection_No K1 
Ethernet ポート内蔵 CPU のコネクション No.を指

定します。本例では、1を設定します。 

出力チャンネル iw_Out_CH K1 
PWM 電源のチャンネルを指定します。本例では

1を設定します。 

出力値 iw_Out_Value K100 
PWM 電源の調光値を指定します。本例では、

100を設定します。 

ディレー iw_Delay_Time K10 
PWM 電源のディレーを設定します。本例では、

10を設定します。 

出力時間 iw_Out_Time K10 
PWM 電源の出力時間を設定します。本例では、

10に設定します。 

受信処理タイムアウト時間 iw_TimeOut_Set K10 
タイムアウトする時間を指定します。本例では、

10秒を設定します。 
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M20の ONで、PWM電源の出力の設定を行います。 
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(d) P+LEIMAC-IDGB_CheckSettingData 

 

 プログラム例は次の条件の下、記述されています。 

入出力項目 変数名 値 用途 

ユニット装着先頭アドレス iw_Start_IO_No FFFFH Ethernetポート内蔵 CPUを指定します。 

コネクション No. iw_Connection_No K1 
Ethernet ポート内蔵 CPU のコネクション No.を指

定します。本例では、1を設定します。 

出力チャンネル iw_Out_CH K1 
PWM 電源のチャンネルを指定します。本例では

1を設定します。 

受信処理タイムアウト時間 iw_TimeOut_Set K10 
タイムアウトする時間を指定します。本例では、

10秒を設定します。 
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M30の ONで、PWM電源の設定値の確認を行います。
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(e) P+LEIMAC-IDGB_CheckErrorStatus 

 

 プログラム例は次の条件の下、記述されています。 

入出力項目 変数名 値 用途 

ユニット装着先頭アドレス iw_Start_IO_No FFFFH Ethernetポート内蔵 CPUを指定します。 

コネクション No. iw_Connection_No K1 
Ethernet ポート内蔵 CPU のコネクション No.を指

定します。本例では、1を設定します。 

受信処理タイムアウト時間 iw_TimeOut_Set K10 
タイムアウトする時間を指定します。本例では、

10秒を設定します。 

 

M40の ONで、PWM電源のエラー状態の確認を行います。 
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(f) P+LEIMAC-IDGB_SaveData 

 

 プログラム例は次の条件の下、記述されています。 

入出力項目 変数名 値 用途 

ユニット装着先頭アドレス iw_Start_IO_No FFFFH Ethernetポート内蔵 CPUを指定します。 

コネクション No. iw_Connection_No K1 
Ethernet ポート内蔵 CPU のコネクション No.を指

定します。本例では、1を設定します。 

受信処理タイムアウト時間 iw_TimeOut_Set K10 
タイムアウトする時間を指定します。本例では、

10秒を設定します。 

 

M50の ONで、PWM電源の設定値の保存が行われます。 
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(g) P+LEIMAC-IDGB_ResetErrorStatus 

 

 プログラム例は次の条件の下、記述されています。 

入出力項目 変数名 値 用途 

ユニット装着先頭アドレス iw_Start_IO_No FFFFH Ethernetポート内蔵 CPUを指定します。 

コネクション No. iw_Connection_No K1 
Ethernet ポート内蔵 CPU のコネクション No.を指

定します。本例では、1を設定します。 

受信処理タイムアウト時間 iw_TimeOut_Set K10 
タイムアウトする時間を指定します。本例では、

10秒を設定します。 

 

M60の ONで、PWM電源のエラー状態をリセットします。 
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(h) P+LEIMAC-IDGB_SetConnectTimeOut 

 

 プログラム例は次の条件の下、記述されています。 

入出力項目 変数名 値 用途 

ユニット装着先頭アドレス iw_Start_IO_No FFFFH Ethernetポート内蔵 CPUを指定します。 

コネクション No. iw_Connection_No K1 
Ethernet ポート内蔵 CPU のコネクション No.を指

定します。本例では、1を設定します。 

ポート番号 iw_Port_No K1000 
PWM 電源のポート番号を設定します。本例で

は、1000を設定します。 

接続受信処理 

タイムアウト時間 
iw_Con_TimeOut K10 

電源からコマンドの受信が無い状況で、自動で接

続を終了して接続待機の状態になるまでの時間

を設定します。本例では 10秒を設定します。 

受信処理タイムアウト時間 iw_TimeOut_Set K10 
タイムアウトする時間を指定します。本例では、

10秒を設定します。 

 

M70のONで、PWM電源からコマンドの受信が無い状況で、10秒経つと自動で接続を終了して接続待機の状態になります。 
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(i) P+LEIMAC-IDGB_ResetAllData 

 

 プログラム例は次の条件の下、記述されています。 

入出力項目 変数名 値 用途 

ユニット装着先頭アドレス iw_Start_IO_No FFFFH Ethernetポート内蔵 CPUを指定します。 

コネクション No. iw_Connection_No K1 
Ethernet ポート内蔵 CPU のコネクション No.を指

定します。本例では、1を設定します。 

受信処理タイムアウト時間 iw_TimeOut_Set K10 
タイムアウトする時間を指定します。本例では、

10秒を設定します。 

 

M80の ONで、全チャンネルの設定値の初期化を行います。 
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(j) P+LEIMAC-IDGB_SetupNetwork 

 

 プログラム例は次の条件の下、記述されています。 

入出力項目 変数名 値 用途 

ユニット装着先頭アドレス iw_Start_IO_No FFFFH Ethernetポート内蔵 CPUを指定します。 

コネクション No. iw_Connection_No K1 
Ethernet ポート内蔵 CPU のコネクション No.を指

定します。本例では、1を設定します。 

IPアドレス id_IPAddress C0A8001EH 
PWM 電源に設定する IP アドレスを設定します。

本例では、「192.168.0.30」に設定します。 

サブネットマスク id_SubnetMask FFFFFF00H 
PWM 電源に設定するサブネットマスクを設定し

ます。本例では、「255.255.255.0」に設定します。 

デフォルトゲートウェイ id_Def_Gateway C0A80001H 
PWM電源に設定するデフォルトゲートウェイを設

定します。本例では、「192.168.0.1」に設定します。 

先頭ポート番号 id_TopPortNo K1000 
PWM 電源に設定する受信ポートを指定します。

本例では、1000を設定します。 

受信処理タイムアウト時間 iw_TimeOut_Set K10 
タイムアウトする時間を指定します。本例では、

10秒を設定します。 
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M90の ONで、PWM電源に、Ethernet通信のためのデータ設定を行います。 
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